
海老名市立今泉小学校 学校運営協議会 議事録 

（令和５年度 第４回） 

 

１ 日時         令和６年２月 13 日（火）13：30～15：10 

 

２ 場所         海老名市立今泉小学校 校長室 

 

３ 出席委員    木島智恵美委員長、守屋佐千子副委員長、中野隆則委員、 

和泉雅幸委員、成瀬由紀子委員、 

和田修二委員（校長）、武富美由紀委員（教頭） 

 

４ 会議の内容  

○開会 

○委員長挨拶（木島委員長） 

○学校長挨拶（和田校長） 

 

【協議事項①】学校の様子について（説明：和田校長） 

和田校長：第３回学校運営協議会以降の主な学校の様子を説明する。 

     〔11 月〕６年小学校連合運動会、キラキラタイム「なわとび運動」 

          English Day 

     〔12 月〕５年しめ縄作り、演劇鑑賞会、２年人権教室、 

産総研の「なるほど！体験出前教室」 

〔１月〕 書初め大会、先生たちの新春スペシャルコンサート 

 

【協議事項②】令和５年度学校評価アンケートの結果について（説明：和田校長） 

和田校長：保護者アンケートの回収率 82％で、昨年よりも高かった。保護者が「よくあては

まる」「ややあてはまる」と回答した保護者の割合が 80％を下回る設問はなかっ

たものの、保護者は児童の言葉づかいや挨拶を課題に思っていることがわかった。 

児童アンケートでは、「友だちと仲良く過ごしている」「安全に気をつけて登下校

している」に肯定的な回答をした児童の割合が高かった。「自分の意見を発表して

いる」に肯定的な回答をした児童の割合が低かった。 

和泉委員：引っ込み思案で自分の考えを発言できない子もいる。 

和田校長：授業で 1人１台端末を活用して、多くの子の意見を取り上げながら意見交換する

授業をめざしたい。 

守屋委員：小学生は自分の考えを言語化することは大切なこと。多様な考えを認め合うこと

がインクルーシブ教育を推進する。 

成瀬委員：意見を発表できないのには、日本人の謙虚な文化も考えられる。今の子どもは情

報端末のチャット機能を使うことによって自分の意見を言える子もいる。 



木島委員：挨拶については、今泉小の子は優しい子が多く、教えればできるが、知らない人

に対してすすんで挨拶することには躊躇してしまうように思う。 

中野委員：学校応援団として校外学習の引率をしたときも、始めは子どもから話しかけられ

なかったが、時間が経ってなれればよく話しかけてくれた。集団なら挨拶できる

が個人だとできないこともある。 

成瀬委員：コロナの影響もある。地域との関わりが少なくなったことも要因。 

和泉委員：知らない人に挨拶することは、防犯上気をつけているのかもしれない。 

今年度の学校評価アンケートの結果は、全体的にみれば誇れる結果といえる。 

 

【協議事項③】６年授業参観の見学 

       ※体育館で小学校最後の学習発表会を参観。（「大谷グローブ」も展示） 

 

【協議事項④】令和６年度学校予算について（説明：和田校長） 

和田校長：令和６年度は、市と学校が３つの委託契約をする予定。 

     ①学校運営事業費…学校教育活動を円滑に実施するとともに、学校施設を維持管

理していくために必要となる基本的な費用 

     ②特色ある学校づくり実践事業費…学校長の裁量により、学校の実態に応じて、

学校の特色を生かすために必要となる費用 

     ③学校教材費整備事業費…児童が学校で使用する教材を無償化し、保護者の経済

的負担を軽減するための費用 

     これらの委託金を有効に活用して、学校教育活動を充実させるとともに、保護者

の経済的な負担を軽減していく。 

 

【協議事項⑤】「インクルーシブな今泉小学校」について（説明：和田校長） 

和田校長：新聞報道にあったように、海老名市はフルインクルーシブ教育を推進していく。

支援学校に通う児童が、地域の公立学校を選べるようにしていく。 

木島委員：教員の数が必要になる。 

成瀬委員：エレベーターやスロープなど施設面の改善が課題。 

 

【協議事項⑥】令和６年度の学校運営協議会委員について（説明：和田校長） 

和田校長：学校運営協議会委員の任期は３月で満了になる。改めて令和６年度の任命につい

て、連絡させていただく。令和６年度は、えびな支援学校の教育相談コーディネ

ーターを加えて、学校運営協議会においても、本校のインクルーシブ教育を推進

していくことを考えている。 

 

【協議事項⑦】情報提供 

和田校長：卒業式は 3/19。来賓として出席していただきたい。 

また、令和６年 10 月頃から７か月間、本校体育館の改修工事があり、完成すれ



ば冷暖房完備の新しい体育館になる。 

成瀬委員：1月の能登半島地震を受けて、防災に対する意識を高めることを目的として、Ｐ

ＴＡ本部から昨年９月３日に本校で実施した「避難所運営訓練」の様子や、実際

に災害が発生した場合の避難所開設までの過程を説明する動画を配信している。 

 

○閉会あいさつ（守屋副委員長） 


